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核兵器禁⽌条約の普遍化のための提⾔
核依存国と条約締約国との議論の促進のために

・核兵器の使⽤および威嚇の法的評価

・核軍縮が安全保障の⼿段であることの確認

・核禁条約とNPTの関係の整理

・核禁条約の実効性向上（検証、執⾏体制等）

・条約普遍化から協調的安全保障へ

　◎被爆者の証⾔を通じた「核のタブー」の⼀層の強化

　◎核抑⽌の安全保障上の懸念に関する国際フォーラム開催

　◎北東アジア等での核兵器に依存しない安全保障枠組みの議論促進



核被害者援助に関する提⾔

核被害者援助と国際協⼒を進めるために

・締約国会議への核被害者コミュニティの参加枠の創設

・核被害者が締約国会議等に参加するための交通費⽀援、通訳体制の整備

・締約国会議に合わせた「核被害者フォーラム」の開催

・被害者援助・環境修復に関する情報収集制度の改良、核被害者コミュニテ

ィ等団体・個⼈からの通報制度

・核被害地での条約関連会合等の開催

・国際信託基⾦から被害コミュニティへの還元、国際協⼒へのNGOの参画



・「安全保障上の懸念に関する協議プロセス」の成果をどのように

⽇本での議論に活かしていくべきか？⽇本における核抑⽌論者と

効果的・建設的な議論を展開していくためには？

・第1回再検討会議（2026年12⽉）までの期間において、

TPNW推進派が果たすべき役割は？今回の会議をどのようにして

NPT等における核軍縮にもつなげていくべきか？



「安全保障上の懸念に関する協議プロセス」報告書

TPNW締約国への提⾔ （Recommendations）

A. 対外的なメッセージ発信 （Messaging）

B. 関与するための機関および会議 （Bodies and Fora to Engage）

C. 核兵器依存国への関与 （Engagement with States Relying on

Nuclear Weapons）

D. さらなる研究に値する領域 （Areas that merit additional study）

※報告書の⽇本語訳： https://recnatpnw2025.wordpress.com/62-2/



被爆80年

2025年8⽉6⽇・9⽇

新STARTの失効

2026年2⽉
NPT再検討会議？

TPNW再検討会議

2026年11⽉30-12⽉4の週

第1回TPNW再検討会議まで


